
 

【日 時】平成２４年２月４日（土）午後２時～午後４時３０分 

【場 所】宇治田原町総合文化センター３階 研修室１ 

【そ の 他】参加費無料 ※事前の申し込みは必要ございません。 

【問合わせ】エコパートナーシップうじたわら事務局 

      宇治田原町役場建設・環境課 

      ＴＥＬ ０７７４－８８－６６３９ 

【セミナー内容】 

・「窓からできる暮らしと地球にやさ

しい生活」 

・「家庭の省エネルギー」 

・「節電対策と簡易省エネ診断」 

宇治田原町区長会、宇治田原町森林組合、宇治田原町商工会、宇治田原工業団地管理組合、 

株式会社宇治田原製茶場、協栄開発株式会社、ＪＡ京都やましろ宇治田原町支店、株式会社馬場義電気 

株式会社播磨園製茶、株式会社堀口新聞販売所、米田造園土木株式会社、株式会社山岡製作所 

※平成２３年１２月現在（敬称略・順不同） 

 

 

 

 

昨年３月に発生した東日本大震災の影響で、東京電力の福島第一原子力発電所が停止し、関西でも大飯

原発が検査により停止したまま、再開のめどが立っていません。そのためこの冬、さらには今年の夏にお

いても、昨年に引き続き全国的な電力不足になることが懸念されます。 

そのような観点から、エコパートナーシップうじたわらでは、少しでもご家庭における節電・省エネ対

策の参考になればと、このたびＮＰＯ法人『※ 環境保全ネットワーク京都』様と連携して「家庭の節電・

省エネ普及セミナー 冬の節電は家庭から」を下記のとおり開催させていただくこととなりました。 

皆様、お誘いあわせのうえ、多くの方のご参加お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏場は「熱中症対策」がクローズアップされましたが、冬場で忘れて

ならないのは「ヒートショック対策」です。 

冬の寒い時期に、暖かい部屋から冷え切ったトイレ等に行くときにゾ

クゾクと震えることがあります。これも「ヒートショック」の一種です。 

急激な温度の変化で身体に及ぼす様々な影響を「ヒートショック」と

呼びますが、室温の変化に人間の身体は体温を一定に保つために、血管

が急激に収縮し血圧が乱高下し心臓に負担がかかります。心筋梗塞や脳

の血管障害などで死亡するケースが増えています。入浴中の事故も激増

しており、ヒートショックが原因で亡くなる方は、交通事故で亡くなる

方の２倍近くになります。高齢者の方は、ヒートショックの影響を受けやすいといわれていますので、室

内の各部屋の温度差を小さくする工夫、特に浴室と脱衣場の温度差を小さくする工夫が必要です。 

次の方・団体から２３年度賛助会費をいただきました。誠にありがとうございました。 

      

ううじじたたわわららのの木木
もっ

くくんん      ～～茶文化の源 水・緑・生命の環を育む和みのまち～～ 
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※『環境保全ネットワーク京都』とは・・・ 

日本、中国などアジア地域を中心に世界の環境問題について調査、 研究を行うとともに、環境保全

と改善のための実践活動を行い、持続可能な発展 と地球環境保全に寄与することを目的とする特定非

営利活動法人。  

宇治田原町環境審議会会長の龍谷大学 北川秀樹教授が代表理事を務める。 

 



 

・引き取り個数       ３６，０００個  

・引き取られたキャップを 

 焼却した場合のＣＯ2発生量  ２８３ｋｇ  

・売却益により発展途上国に 

 送られるポリオワクチン     ４５人分  

 

 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわら循環型社会・地球温

暖化防止部会では、１月２２日（日）に維孝館中学校調

理室にて２０名の参加者のもと恒例のエコクッキング

教室を開催しました。 

今回のテーマはお正月食材の活用法として、この時期

ご家庭で余ってしまうことが多いお餅や黒豆を使った

創作メニューや、普段は捨ててしまいがちな色々な野菜

の茎や皮を乾燥させたお茶を調理し、最後は全員で語ら

いながらの食事会となりました。 

参加された方々からは『普段、捨てていた野菜の茎や 

【エコクッキング教室の様子】     皮の利用方法についての話を聞くことができて参考にな

った』などのご感想や今後取り組んでほしいテーマについてのご意見を頂きました。 

エコクッキング教室については、今後も年２回を目標に開催していきたいと考えております。 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわらでは１２月２０日に、

３回目となるエコキャップ（ペットボトルの蓋）の引き取

りを伏見区の株式会社 山本清掃様でお願いしました。 

引き取りの結果について右記のとおりとなりましたの

で、ご報告いたします。皆様方のご厚意ありがとうござい

ました。 

 

 

宇治田原町ではエコパートナーシッブうじたわらと連携して、一人ひとりの

環境に配慮した行動の実践を推進するため「わたしのエコ行動宣言」登録者を

募集しています。室内灯やテレビの節電、買い物時のマイバッグの持参、環境

負荷の少ない商品の購入など、できることから取り組んでいただくことで環境

にやさしい社会を実現していきたいと考えております。 

ご登録いただいた方には、「エコ行動宣言登録証（マグネットシール）」及び

エコ行動の自己点検活用「環境家計簿」をお渡ししております。詳しくは、宇治田原町役場 建設・環境課

（ＴＥＬ ０７７４－８８－６６３９）までお問い合わせください。 

☆エコパートナーシップうじたわら入会のご案内★ 

◆会員の区分 

  ・個人会員＝町内にお住まいか、町内の事業所にお勤めで環境に関心のある人 

  ・団体会員＝町内で活動する団体及び法人 

  ・賛助会員＝本会の趣旨に賛同し、活動を支援する個人・団体及び法人 

◆会 費 

  ・個人会員・団体会員については、無料です。 

  ・賛助会員については、活動支援金として年額１口 5,000 円の会費を募ります。 

◆入会の方法 

  ・入会申込書に必要事項を記入し、事務局に申し込んでください。 

◆部 会 

  ・広報部会･･･会報誌の発行、活動報告書の作成、イベント等の啓発 

  ・自然・生活環境部会･･･河川や動植物の学習会、自然環境体験ハイキング開催 

  ・循環型社会・地球温暖化防止部会･･･生ごみ処理機の普及啓発、環境家計簿の普及等 

応募先・お問い合わせ先：エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町建設・環境課内）            

〒６１０－０２８９ 京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出１０ 

TEL 0774-88-6639  FAX 0774-88-3231  E メール：junkan@town.ujitawara.kyoto.jp 
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